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な く、奥野が人間中心主義 に言及 した ときに引用 した川田順造の 「創世記パラダイ
ム」1である[奥 野2011:9-10]。
川田は肉食や種間倫理を取 り上げた論考のなかで人間中心主義を問題視 し、キリス
ト教にみられる 「一神教的人間中心主義」を 「創世記パラダイム」 と命名 し、批判の
矛先を向けた。川田の定義によれば、「創世記パラダイム」とは 「全能の神が己に似
せてヒトの祖先を創 り、そのヒトに奉仕させるべ く他の生物を創ったという、 ヒトを
生まれながらの生物界の支配者」[川田2007:99]と 捉える見方であ り、川田は、「創
世記パラダイム」が 「19世紀に一つの頂点を迎える、人文科学や思想における西洋的
ヒューマニズム、人間中心主義の基本になった」 と主張 した[川 田2007:164]。 ま
た、川田は 「創世記パラダイム」を 「一神教的人間中心主義」 として批判 した後、日
本の鰹塚のような動物慰霊を紹介 し、アニミズムに 「非人間中心主義」的な姿勢 を看





の思想・儀礼 を 「人間中心主義」から意図的に除外 したことにある。第二の問題点は、
川田が 「創世記パラダイム」 と命名 した 「一神教的人間中心主義」が近代西洋ヒュー
マニズムの基盤 となったという主張にある。もっともユダヤ教、キリス ト教だけでな
く、イスラーム教(以 下、イスラーム)を も含めた 「アブラハムの宗教」は聖書的世
92 羊に死者の罪 を背負わせる 一 「一神教的人間中心主義」再考一
界観を共有 してお り、特に旧約聖書、クルアーンに目を通せば、人間が他の動物より










へ移住 したイスラーム教徒(ム スリム)と その子孫だと考えてお り、中国共産党政権















人間中心主義、(3)一 神教的人間中心主義、(4)汎 生的世界像を提示 した[川 田
2007:161-162]。 以下、川田の記述を引用 しなが ら四つのモデルを説明していこう。
まず、(1)の 非人間中心主義は、人間も自然のなかに自分の意志ではなく存在 し始
めた一つの生物であるという見方である。(2)の 人間中心主義は、人間というのは生
物の一部 として自然の一部、 自然の歴史の過程で存在 し始め、人間は人間を中心に考
えて生 きるのがごく自然であり、そうすべ きだという見方である。例 えば、西洋で発
達 したいわゆる唯物論、私たちがごくごく日常的に持っている見方に相当する。(3)
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の人間中心主義は、旧約聖書(特 に創世記)に は全知全能の神が 自分の姿に似せて人
間というものをつ くり、次に人間に役立てるためにほかの動物や植物をつくったとい

















芽生えなかったのだろうか。ユダヤ教徒やイスラーム教徒 も創世記の世界観 を継承 し
てきたわけであるか ら、「創世記パ ラダイム」が正 レいのであれば、ユダヤ教社会や
イスラーム社会にも近代西洋 ヒューマニズムが誕生 したはずであるが、実態はそう
ではない。川田が指摘 したように、「一神教的人間中心主義」が旧約聖書のなかの創





根を下ろしたのに対 し、同 じ一神教のイスラームの世界には近代科学は成立 しなかっ
たという一部の見解に対する批判である。谷は、いわゆるセム的一神教のなかでは一




















キリス ト教 と近代科学の関係については、科学哲学者の村上陽一郎がキリス ト教を
近代科学技術文明の元凶とみなす見解(例 えば、代表的な論者はリン・ホワイ ト・ジュ
ニア)に 対 して懐疑的な見解を抱いている。 リン・ホワイ ト・ジュニアの主張とは、
現代の環境破壊の元凶はユダヤ ・キリス ト教の 「地の支配」とい う理念、すなわち、
人間が自然界を支配する権利を神に与えられたことにあ り、こうした創世記の世界観
が人間中心主義を生み出したという見解である[村 上2003:126-127]。 村上は、「近
代技術革命なるものがいつ起 こったのかということを問うと、それはキリス ト教 に
よって起こったのではなく、むしろキリス ト教を捨てることによって起 こったのだ」
げ
[村上2003:135]と 指摘 し、ヨーロッパでは18世紀の聖俗革命の結果、「神 ・人間 ・
自然」という序列関係が崩壊 し、人間が神に取って代わ り、近代科学技術がはじめて
誕生 したことを強調する。つまり、ヨーロッパにおける近代科学の成立はキリス ト教







世紀にフランスで 「ユマニスム」と翻訳 され、中世キリス ト教の世界観からの脱却を
目指す運動を意味するようになった[平 賀2014:31,2016:30]。 つまり、近代西
洋 ヒューマニズムは中世キ リス ト教、すなわちカ トリック神学の否定 を出発点とし、
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人間の解放と自由の獲得を目指 した、既存の宗教的権威に対抗する思潮 ・運動であっ
た。近代西洋ヒューマニズムは、神や自然ではなく、人間の存在 を物事の価値判断の
基準に据える考え方であ り、中世キリス ト教(カ トリック)の 世界観 とは相容れない
ものである。
イタリア発祥のルネサ ンスがフランスで勃興 した16世紀 といえば、ヨーロッパにお
いて宗教改革が拡大 した時期にあた り、カ トリックの権威 ・組織 ・信仰のあ りかた
が大 きく揺るがされた時代に相当す る。当時、カ トリックの伝統的な権威、宗教組
織、儀礼の形式などがプロテスタントによって抜本的に批判 ・改革の標的とされたこ
とはここで説明するまでもない。キリス ト教内部の改革運動は近代西洋の潮流のひと




までの議論をふまえれば、近代西洋 ヒューマニズムの起源をユダヤ ・キリス ト教の世
界観(川 田のいう 「創世記パラダイム」)に 求めることには論理的な矛盾が存在する
ことがおのず とわかるのではないだろうか。創世記の世界観 と近代西洋ヒューマニズ
ムの相関関係については歴史的事実の慎重な検証によって理解 しなければならない。
皿 「アブ ラハ ムの宗教」の人 間観 ・動物観
それでは、ここからは 「アブラハムの宗教」の宗教書(主 に旧約聖書、クルアーン)
において人間と動物の関係が どのように記述 されているのかを確認 していこう。イス
ラーム社会ではユダヤ教、キリス ト教、イスラームは 「アブラハムの宗教」といわれ
るように、ユダヤ教、キリス ト教、イスラームは預言者イブラーヒーム(ユ ダヤ教、



































なたの着物とな り、雄山羊は畑の代価となる」(『旧約聖書』箴言第27章 第26節)、 「雌
山羊の乳はあなたのパン、一家のパンとな り、あなたに仕える少女 らを養 う」(『旧約
聖書』箴言第27章 第27節)、 「この地上に小さいものが四つある。それは知恵者中の知





物の頂点に立つ支配的な存在であると考えられている[塩 尻2008:2]。 ただ し、こ
のような人間の立場は 「万物の霊長」としてのおごり高ぶる地位ではな く、神の創造
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した世界 を管理 し運営するための、いわば管理義務の責任を負 った地位である[塩







またかれは、家畜をあなたがた(人 間のため)に 創 られた。
あなたがたは、それ らにより暖衣や種々の便益を得たり、またそれらを食用 と
する。
夕方にそれらを(家 に)駆 り戻す時、また朝に(牧 地へ)駆 りたてると時、あ
なたがたはそれ らに優美さを感 じる。










その男は自分が苦 しんだと同 じような渇きにこの犬 も苦 しんでいるに違いないと思





また、ハディースには屠畜に関する預言者ムハ ンマ ドの伝承が収められてお り、そ
のなかで動物に対する扱いについて注意がしばしば喚起されている。
98 羊に死者の罪 を背負わせる 一 「一神教的人間中心主義」再考一
脚 を切 り落 と した り、縛 りつ け た り、打 ち倒 した り して殺 して はい け ない 。
(1)ヒ シ ャー ム ・プ ン ・ザ イ ドが ア ナ ス と共 にア ル ・バ カム ・プ ン ・ア イユv-一ブ
の と ころへ 行 っ た と き、 ア ナ ス は 、 若 者 達 が 鶏 を縛 りつ け 、 石 を投 げて い るの
を見 て 、預 言 者 は動 物 を縛 りつ け て殺 す こ と を禁 じた 、 と言 った 。
(中 略)
(4)イ ブ ン ・ウ マ ル に よる と、預 言 者 は動 物 の脚 を切 る者 を呪 った 、 とい う。
(5)ア ブ ド ・ア ッラ ー ・プ ン ・ヤ ズ ィー ドに よる と、預 言者 は掠 奪 と手足 を切 っ
て殺 す こ とを禁 じた 、 とい う(『 ブハ ー リ ー』 第5巻11)。
♪
ここまで旧約聖書、クルアーンに記載 された内容 をみたが、当然のことながら、宗
教書に書かれたテクス トを字義通 り解釈すべ きかどうかという問題が存在することに







づけ も時代によって変容 して きた。このように、旧約聖書、クルアーンの記載内容の
解釈に際 しては各啓示宗教の成立背景 ・文脈 ・世界観 との関連性 も視野に入れる必要










徒たちが 「セ貼羊」(漉 吻 伽g,ニ エティエ ・ヤ ン)と いう、一種の蹟罪儀礼 を定期
的に実施する。
「セ貼羊」の 「セ貼」という語彙はアラビァ語の 「ニイヤ」(η勿・の を語源としてお り、
「意図」、「意思」を意味する。「セ貼羊」とは生者が死者(主 に家族 ・親族)の 平安を
羊に死者の罪を背負わせ る 一 「一神教的人間中心主義」再考一 99
祈念するために実施する羊の供犠 を意味する。一般的には、「セ貼羊」の実施時期は
葬儀i当日、死後7日 目、40日 目、100日 目、1周年、5周年、10周 年であ り、そのなかで




う習俗 は預言者ムハンマ ドのスンナ(sunna)12と は無関係なビドア(bid`a)13と して
批判 し、その実施を禁止するが、カディーム派の信徒は伝統儀礼として積極的に実施
する。
2019年3月 、私は北京市の回族集住地域14のひとつ、牛街を訪問 したときに 「セ貼
羊」を観察する機会に恵まれた。「セ貼羊」は次の ように実施される。まず、主宰者




を依頼す る。一頭の羊の価格は1,000元16ほどで、北京市民の平均月収の10分 の1ほ ど




て、北京市のイスラーム学者(カ ディーム派)が 語った家畜購入の注意事項を紹介 し
ておこう。
北京市の場合、回族が儀礼などで家畜を購入する場合、同じ回族の仲買業者(畜




わ らず、突然暴れだし、血を撒 き散 らしなが ら走 り回った。一般的にはありえない
ことなので、家畜購入者が羊の購入先を調べたところ、羊は漢族の畜産業者が販売
した羊だということがわかった。 しかも、その羊は豚乳 を飲 まされていたという。
このような逸話が事実かどうかを証明できないが、家畜 を購入する場合、回族は家
畜の飼料にまで細心の注意 を払 うことは珍 しくない17。
儀礼当日の早朝、主宰者は牛街礼拝寺(北 京市の最古のモスク)の 近 くにある牛羊
肉販売店18に集合 した。北京市のイスラーム学者の見解によれば、屠畜は日の出から
100 羊に死者の罪 を背負わせる 一 「一神教的人間中心主義」再考一
日没前 までに行わなければならないが、現在、北京市内では正規の屠畜場以外での屠




主宰者が屠畜 を事前に依頼 した宗教指導者が到着すると、「セ貼羊」の儀礼が始 ま
る。宗教指導者は主宰者 とその日の段取 りを確認 した後、す ぐさま供犠にとりかか
る。まず、宗教指導者は屠畜の 目的を小声で唱え(漢 語でもアラビア語でも構わな
い)、 その後、参加者全員が両手のひらを顔の前にひろげ、 ドゥアーという祈念を行
う(写 真1)。 この場合の ドゥアーは儀礼の成功を神に対 して祈る行為である。
参加者全員が両手で顔 をなでるような動作 をした後、宗教指導者は刃渡 り30セ ン
チメー トルほどのナイフを右手に持ち、躊躇することな くナイフを羊の喉にあてた。
「ビス ミッラーヒ ・アル=ラ フマー二 ・アル=ラ ヒー ミ(慈 悲深 き慈愛あまねき神の
御名において)鞠 「アッラーフ ・アクバル(神 は偉大な り)21」 というアラビア語の
聖句を小声で唱えなが ら、羊の気管 ・頚動静脈 ・食道を一気に切断 した。羊の頸から
血が流れ出し、羊が息絶えると、宗教指導者は帰 り支度にとりかかった。主宰者は宗
教指導者に小 さな封筒を手渡 した。この封筒には手数料が入れられてお り、サ ダカ
(自発的喜捨)を 意味する。なお、屠畜を担当する者は、礼拝の時と同様、あらか じ






写真1「 セ貼 羊」 儀 礼の祈 念(2019年3月 撮 影)
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主宰者は羊の頸部から血が流れ きったのを見届けた後、解体作業にとりかかる。北
京回族の場合、一般信徒は屠畜をほとんど経験 したことがないため、牛羊肉販売店あ
るいは回民残葬所の職員に解体 して もらう。私が観察 した事例では、牛羊肉販売店の
職員(河 北省出身)が 羊を解体 した(写 真2)。 解体担当者はナイフを右手に持ち、慣
れた手つ きで毛皮を剥 ぎ、羊肉を部位 ごとに切 り分ける。羊の肩肉、バラ肉、腿肉、
脛肉、内臓などを地面に広げた羊の皮の上に丁寧に並べる。羊の頭や骨なども捨てる
ことはな く、回族の人々は普段か ら家畜の部位は余す ところなく消費する。一頭の羊








アーンを朗訥 し、朗論後、参加者全員で ドゥアー(祈 念)を 行 う。その後、参加者全
員が羊肉料理に舌鼓を打 ちなが ら故人22の思い出話などに花 を咲かせる。食事の後、
宗教指導者の先導の下、参加者全員が死者の平安を祈 り、神への感謝の気持ちを伝え




写真2供 犠 獣の解 体(2019年3月 撮 影)
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ンマ ドのスンナ(慣 行)と して推奨される。実際、驕駝 、牛、羊、山羊などの家畜の
供犠は世界各地のイスラーム社会で積極的に実践 される。このような犠牲祭の供犠の
形式が 「セ貼羊」の習俗に取 り入れられた可能性が高い。現在、「セ貼羊」は華北地





は預言者イブラーヒームの故事 も供犠 もユダヤ教の伝統 を祖型として踏襲したもので











羊を献げ物 としなさい(『 旧約聖書』 レビ記第1章 第1節、第2節24)。
レビ記第4章 には蹟罪のための供犠について詳細に説明されている。
共同体の代表者が罪 を犯 し、過って、禁 じられている主なる神の戒めを一つでも
破って責めを負い、犯 した罪に気づいたときは、献げ物 として無傷の雄山羊 を引い
て行 き、その頭に手 を置き、主の御前にある焼 き尽 くす献げ物 を屠る場所でそれを
屠 る。これが蹟罪の献げ物である。祭司は献げ物 とする雄山羊の血 を指につけて、
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焼 き尽 くす献げ物の祭壇の四隅に角を塗 り、残 りの血はその祭壇の基に流す。脂肪
はすべて和解の献げ物の脂肪の場合と同じように、祭壇で燃や して煙にする。祭司








いる臨在の幕屋のためにも伺 じようにする(『旧約聖書』レビ記第16章 第15節 一第16
節26)。
このように、ユダヤ教では特定の家畜が人間の身代わ りとして蹟罪儀礼で供犠の対






キリス トの肉、葡萄酒はキリス トの血 を象徴 してお り、参会者全員がそれを口にした
のだが、葡萄酒はキリス トが流 した血であ り、蹟罪の血であ り、葡萄酒を浸すパンは
キリス トの肉である。 このような最後の晩餐の形態(キ リス トの血肉の共食)が カト
リックにおけるミサ聖祭の中心的儀礼 となったとい う[谷1997:2-3]。E・ リーチ
も聖書的世界観に注 目し、キリス ト教の供犠が旧約聖書の神話 を参照しながら、ただ
象徴的な身代わり(罪 人)の 身代わ りとしてのキリス トの受難という形であらわれる
と指摘 している[リ ーチ1981:185]。 もちろんキリス ト教世界で家畜が犠牲獣 とし
て供犠 されることはない し、イエスが犠牲獣であるとはみなされていないが、カ ト
リックの ミサ聖祭の形態には他宗教の供犠 との共通点がみ られ、特にユ ダヤ教の慣




脈々と継承されていることは 「アブラハムの宗教」の連続性 を如実に示 しているとい
104 羊に死者の罪を背負わせる 一 「一神教的人間中心主義」再考一
え るだ ろ う。
V死 者の罪を背負う羊
1神 への執り成 し








あ り、その姿形は美 しく、・また、性格 は従順であると認識されているか らである27」。
「セ貼羊」では羊が人間の罪、すなわち死者が生前に善行 を怠ったという罪を背負わ
されるため、犠牲 となる羊は 「替罪羊」と呼ばれるのである。それはまさしく 「蹟罪 、
羊」(ス ケープゴー ト)で ある。ただし、北京市のイス ラ「ム学者の説明によれば、
「セ貼羊」の起源はクルアーンやハディースには明記 されてお らず、中国独 自の習俗
であるという28。
「蹟罪羊」が 「替罪羊」 と表現 されることからわかるように、「セ貼羊」という儀礼
の目的は、生者が羊の供犠によって死者の購罪を神に伝達することにある。「蹟罪羊」
の役割は容易に理解できる。 しか し、なぜ死者の蹟罪を神に伝達するために生者が羊
の供犠を実施 しなければな らないのだろうか。犠牲祭の場合、供犠獣は預言者 イブ
ラーヒームの子イスマーイールの身代わ りとして屠畜されるため、供犠獣をスケープ
ゴー トとみなすことは容易である。それに対 して、「セ貼羊」がなぜ羊の供犠を必要











へ送 られる。原則論 としては、イスラームは神 と個々の人間との契約 にもとつ く生き






に自分の近親)の ために神に対 して執 り成しを試みるのである。
実は、中国西北、特にイスラーム改革派(イ フワーン派、サラフィーヤ派)が 多い
地域では 「セ貼羊」の儀礼は実施 されていない。筆者自身は 「セ貼羊」の儀礼を北京
ではじめて目撃 したため、犠牲祭 とは異なる動物供犠の慣行に非常に驚いた。中国西
北のイスラーム改革派の信徒 も死者の蹟罪を目的 とした儀礼 を定期的に実施するが、
彼 らはクルアーンを朗訥するだけで動物供犠 を実施しない。イスラーム改革派の認識
によれば、儀礼参加者において宗教指導者が単独でクルアーンを朗論し、その場にい
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の様々な制約を受けていたが、その一方、「阿旬」(イ スラーム学者)、 「師傳」(師 匠)
などの尊称を付与 されてお り、尊敬されるべ き存在であった[澤 井2020]。1950年
代、中国共産党が社会主義改造を強行 し、屠畜業が 「公私合営」・国有化 された後、
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族集住地域を中心 として実施 され、そこで屠畜 ・加工された精肉が北京市内の精肉販








るとはいえ、毎年、犠牲祭や 「セ貼羊」の日が近づ くと、回族の人々は羊を犠牲獣 と












て扱われる。回族の人々の認識では、犠牲祭の供犠獣は 「人間」、 しか も預言者の息
子なのである。そのほか、羊は、アッラーによる最後の審判の後、人間が楽園へ向か
うときに乗 る動物だと考えられてお り、その価値が高 く評価 されている。中国イス
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動物 を余すところな く摂取 しようとする。例えば、「セ貼羊」の場合、犠牲獣 となっ
た羊は、頭部、肩肉、バラ肉、脛肉、腿肉、轡部、内臓、骨、尾などがなんらかの形







つ まり 「人間」 と考えるからである。
いずれにせ よ、中国イスラームの 「教派」の相違点にかかわらず、回族の人々は自
分たちが命 を奪った家畜 を余すところな く消費しようとすることを美徳とみなす。こ
のような行動原理は犠牲祭にかぎらず、日常生活における屠畜にもあてはまる。例え
ば、北京市にかぎらず、中国の大都市では現代的な屠畜場が建設されてお り、家畜を









人をもてなすとき、ホス ト側が食べきれないほど数多 くの料理を注文 し、料理をあえ
て食べ残すことが一般的であった。 これはホス ト側が 「面子」(碗伽幼 、すなわち社
会的体裁を重んじる行為なのであるが、回族の人々のなかには、このような浪費は





V【 お わ りに 同じ被造物への責任
冒頭で述べたように、川田は肉食や種間倫理について論 じたときに人間中心主義の
パラダイムを提示 したが、人間中心主義であれ、非人間中心主義であれ、いずれのパ
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ラダイムにおいても人間が他の動物の命を奪うか ぎり、動物の殺生という行為それ自
体が人間中心主義的な行為であることは否定で きない。日本国内において人間が殺生

































最後に、 もう一点だけ指摘 してお きたい。川田が批判の矛先を向けた 「創世記パラ
ダイム」を継承する啓示宗教の信徒のなかにも人間以外の動物(神 の被造物)に 対す
る不必要な殺害 ∫暴力の禁止を主張する人々は確実に存在する。調査地の場合、現代
的な屠畜場における工場屠畜に対 して嫌悪感 を抱 き、その屠畜方法の妥当性をシャ
リーアの見地から疑問視する人々に出会 うことがあった。本稿の事例で言及 したよう
に、中国のイスラーム教徒 も彼 らな りのや りかたで動物に対する配慮 を意識 し、それ
を実践 しようとする。たしかに 「アブラハムの宗教」を実践する信徒 は人間が他の動
物 より優位にあると明確に認識 してお り、そのような考えかたを 「人間中心主義」の



























もっと も奥 野は川田 の見 解に賛同 しているわ けで はない。奥野 は、「私た ちは、 『創世記パ ラダイム』が
浸透す る以前の伝統的 な社 会には、種 問倫理 が行われ、人 の動 物 に対す る行 為の行 き過 ぎが食い止 め ら
れていた と考 えるか もしれない。人 は、 『徳』を もって動 物に向 き合 っていだ とい うわけである。 しか し、
そ うした見方 に対 して は批判が寄せ られ てい る」 と指摘 している[奥 野2011:10-11]。
人 間中心主 義に対す る川田の批判 それ自体は示唆 に富 む ものであ り、私 は川田の問題提 起 を全否定す る
つ も りはな く、聖書的世界 観を内面化 し、実 践す る信徒 たちの民族誌 的資料 にもとつ いて 「創世記パ ラ
ダイム」の図式 を修正で きるので はないか と考 えて いる。
供犠 に関 しては人類学 や民俗学 を中心 として理論研 究が これ まで進 め られ、様 々なアプローチが提示 さ
れてい る。本稿で は研究動 向を整理 しないが 、例 えば、E・タイラー[2019]が 贈与説、R・ス ミス[1943]、
J・フレーザ ー[2003]が 聖餐説、M・ モース とH・ユベ ール[1983]、C・ レヴ ィ=ス トロース[1976]、E・ リー
チ[1981]が 聖俗媒介 交流説、E・.プ リチ ャー ド[1995]が 代替 説、既存理論の再検討 を谷[1998]が 行
い、R・ジラール[1982]、 赤坂[2002コ が第三項排除説、六車[2003]が 暴力性再回収説 を提示 して いる。
欧米 の供犠 理論につい ては、近年 、聖書 世界の供犠 を研究す るJ・ ダニルが簡潔 に紹介 している[Dunnill
2013]。 比較宗教学者K・ マ クリモ ン ドは従 来の供犠研究 が動 物供犠 に偏重 して きた と批判 し、生物 の殺
害 を前提 と しない供犠概念 の再 設定を主張 している 〔McClymond2008]。
川 田は 「ヒ ト中心主義」 と表記 すること もあるが、本稿 では 「人間中心 主義」 とい う表記 を採用する。
日本 吾訳 は 日本聖書協会[1988:1-2]を 参照 した。
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12)ス ンナ とは 「預言者 ムハ ンマ ドの慣 行」を意味する。
13)ビ ドゥァ とは 「逸脱 」を意味する。
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